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■
職
域
接
種
の
実
施

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
防
止
に
向
け
て
、
三
重

工
場
に
て
モ
デ
ル
ナ
ワ
ク
チ

ン
（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
２

価
ワ
ク
チ
ン
）
の
職
域
接
種

を
実
施
し
ま
し
た
。
三
重
地

区
内
の
関
係
会
社
や
協
力
会

社
に
加
え
、
派
遣
社
員
等
も

含
め
た
希
望
者
約
六
三
0
名

に
対
し
、
十
一
月
十
一
日
か

ら
二
五
日
の
間
に
五
回
の
接

種
を
行
い
ま
し
た
。
三
重
地

区
で
は
引
き
続
き
、
本
人
体

調
不
良
時
の
会
社
へ
の
連
絡
、

少
し
で
も
体
調
に
異
変
が
あ

れ
ば
出
社
し
な
い
と
い
っ
た

社
内
ル
ー
ル
の
徹
底
W
e
b

会
議
の
活
用
や
検
温
・
手
指

の
消
毒
な
ど
対
策
を
推
進
し
、

感
染
防
止
・
感
染
拡
大
防
止

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
友

の
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
引
き
続
き
ご
理
解
・

ご
協
力
を
賜
り
た
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

■
株
主
様
向
け
工
場
見
学
会

の
実
施

去
る
十
一
月
二
九
日
に
、

三
年
ぶ
り
と
な
る
株
主
様
向

け
工
場
見
学
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
五
三
名
の
株

主
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

三
吉
執
行
役
員
常
務
社
長
室

長
に
よ
る
全
体
会
社
概
況
の

説
明
、
山
本
工
場
長
に
よ
る

三
重
工
場
の
概
況
説
明
の
後
、

石
橋
副
工
場
長
、
川
上
製
品

設
計
部
長
、
津
崎
宝
永
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ス
社
長
、
伊
藤
三

重
富
士
社
長
の
案
内
で
展
示

ル
ー
ム
、
自
動
販
売
機
生
産

現
場
・
試
験
棟
の
見
学
を
行

い
、
展
示
ル
ー
ム
で
は
、
新

製
品
で
あ
る
ス
ム
ー
ジ
ー
マ

シ
ン
に
よ
る
ス
ム
ー
ジ
ー
の

試
飲
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
開
催
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
も
「
丁
寧
な
説
明
で
理
解

が
深
ま
っ
た
」
「
製
品
に
愛

着
を
感
じ
た
」
な
ど
前
向
き

な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、

富
士
電
機
へ
の
理
解
度
や
満

足
度
の
向
上
に
貢
献
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

三
重
工
場
総
務

発
行
責
任
者

日
比

正
徳

富
士
電
機
三
重
退
職
者
友
の
会
会
員
数

四
六
四
名

（
令
和
四
年
十
二
月
六
日
現
在
）

（
友
の
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
見
て
下
さ
い
）

（趣味の会 カメラ部 笠井 さん撮影）

三
重
工
場

ニ
ュ
ー
ス
＆
ト
ピ
ッ
ク
ス

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族

の
皆
さ
ま
共
々
清
々
し
い
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
期
よ
り
執
行
委
員
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
、
山
﨑

と
申
し
ま
す
。
私
達
労
働
組

合
は
、
昨
年
七
月
に
行
わ
れ

ま
し
た
第
十
一
回
三
重
支
部

定
期
大
会
に
て
確
認
し
た
新

た
な
運
動
方
針
の
も
と
、
執

行
委
員
二
名
が
変
わ
り
、
新

た
な
体
制
で
様
々
な
活
動
を

進
め
て
参
り
ま
す
。
引
き
続

き
の
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

昨
年
は
北
京
五
輪
で
の
メ

ダ
ル
獲
得
や
大
リ
ー
グ
で
の

大
谷
選
手
活
躍
等
、
ス
ポ
ー

ツ
界
で
は
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

が
あ
り
ま
し
た
が
、
海
外
情

勢
に
目
を
向
け
る
と
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

り
、
世
界
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
勢
は
混
迷
を
深
め
、
日
本

に
お
い
て
も
燃
料
価
格
の
高

騰
に
よ
っ
て
、
人
々
の
生
活

費
や
企
業
活
動
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
会

社
も
急
激
な
円
安
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
高
な
ど
の
影
響
は
あ
り

ま
す
が
、
今
次
春
闘
に
お
い

て
は
、
物
価
上
昇
分
を
カ
バ

ー
で
き
る
よ
う
労
使
に
て
、

し
っ
か
り
と
議
論
を
交
わ
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

昨
年
行
わ
れ
た
参
院
選
で

は
、
組
織
推
薦
し
た
電
機
連

合
出
身
の
矢
田
わ
か
子
さ
ん

が
、
大
き
く
票
を
減
ら
し
惜

敗
し
た
こ
と
を
し
っ
か
り
総

括
し
、
今
後
の
活
動
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

富
士
電
機
の
上
期
決
算
は
、

素
材
価
格
高
騰
の
影
響
を
受

け
た
も
の
の
、
施
設
・
電
源

シ
ス
テ
ム
分
野
及
び
器
具
分

野
、
半
導
体
分
野
の
需
要
拡

大
に
加
え
、
販
売
価
格
の
値

上
げ
や
原
価
低
減
活
動
の
推

進
、
為
替
影
響
な
ど
に
よ
り

対
前
年
増
収
増
益
と
な
り
、

営
業
損
益
・
経
常
損
益
・
当

期
純
損
益
い
ず
れ
も
過
去
最

高
を
更
新
し
ま
し
た
。
ま
た

通
期
予
算
に
つ
い
て
も
当
初

予
算
を
上
方
修
正
し
、
売
上

高
・
営
業
損
益
と
も
に
過
去

最
高
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

食
品
流
通
事
業
及
び
三
重

工
場
の
上
期
決
算
は
、
自
販

機
の
値
上
げ
や
物
量
の
増
加

等
に
よ
っ
て
、
対
前
年
増
収

増
益
を
達
成
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
物
量
の
増
加
に

お
い
て
は
、
部
品
調
達
難
の

中
で
も
柔
軟
に
操
業
対
応
し

た
従
業
員
の
協
力
・
努
力
に

よ
る
も
の
と
受
け
止
め
て
い

ま
す
。
組
合
と
し
て
も
「
誰

の
た
め
、
何
の
た
め
の
活
動

か
」
を
原
点
に
、
働
き
が
い

が
向
上
す
る
よ
う
活
動
を
進

め
て
い
き
ま
す
の
で
引
き
続

き
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま

す
。最

後
に
、
友
の
会
の
皆
様

の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

ご
あ
い
さ
つ

友
の
会
会
長

日
比

正
徳

富
士
電
機
労
働
組
合

三
重
支
部
委
員
長

山
﨑

剛

富
士
電
機
三
重
工
場

工
場
長

山
本

直
樹

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

二
０
二
０
年
か
ら
三
年
間
、

世
界
中
日
本
中
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
大
変
な
年

を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

対
策
と
し
て
五
回
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
奨
励
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
皆
様
の
状
況
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

四
年
目
を
迎
え
る
今
年
こ
そ

終
息
年
に
な
る
事
を
願
っ
て

い
ま
す
。

世
界
情
勢
は
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
各
地
の
紛

争
な
ど
世
界
平
和
の
逆
方
向

に
進
ん
で
い
ま
す
。
グ
ロ
ー

バ
ル
な
世
界
・
社
会
・
経
済

故
に
私
た
ち
の
毎
日
の
生
活

に
も
そ
の
影
響
が
き
て
お
り

誠
に
残
念
で
す
。

私
た
ち
の
富
士
電
機
三
重

退
職
者
友
の
会
は
幸
い
に
し

て
コ
ロ
ナ
禍
第
六
波
が
沈
静

化
し
た
機
会
に
第
四
四
回
定

期
総
会
を
四
日
市
市
文
化
会

館
第
三
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

友
の
会
は
少
子
高
齢
化
に

伴
う
会
員
数
減
少
傾
向
を
肯

定
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
財

政
健
全
化
計
画
を
た
だ
い
ま

実
行
中
で
す
。

思
い
返
せ
ば
財
政
健
全
化

の
計
画
づ
く
り
は
二
０
一
九

年
（
年
初
会
員
六
九
一
名
）

か
ら
始
め
て
、
役
員
会
と
幹

事
会
で
二
年
間
検
討
を
重
ね

て
仕
上
げ
て
、
総
会
承
認
を

受
け
て
二
０
二
一
年
度
（
年

初
会
員
五
七
一
名
）
か
ら
本

格
的
に
実
施
し
て
お
り
要
点

を
紹
介
し
ま
す
と

★
ス
リ
ム
化
す
る

・
健
康
づ
く
り
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
と
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

は
隔
年
交
互
開
催
に
す
る
。

・
大
相
撲
観
戦
は
全
額
個
人

負
担
に
す
る
。

・
上
部
団
体
か
ら
脱
会
。

・
弔
慰
見
舞
金
制
度
を
無
く

す
。

・
役
員
・
幹
事
・
地
区
幹
事

の
多
数
推
進
組
織
か
ら
役

員
十
人
組
織
に
移
行
す
る
。

★
継
続
す
る

・
趣
味
の
会
活
動

・
三
重
工
場
納
涼
祭
と
工
場

周
辺
美
化
活
動
へ
の
参
加

・
米
寿
祝
い
の
お
届
け

・
友
の
会
だ
よ
り
発
行

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
年
間
掲
載

・
表
彰
制
度

★
魅
力
ア
ッ
プ
す
る

・
総
会
内
容
の
充
実

・
工
場
見
学
会

・
会
員
有
志
活
動
支
援

・
入
会
十
年
二
０
年
祝
い

★
会
員
数
減
少
傾
向
が
続
い

て
も
友
の
会
が
い
つ
ま
で
も

健
全
に
存
在
で
き
る
よ
う
に

こ
の
ま
ま
問
題
な
く
諸
行
事

を
継
続
し
て
良
い
か
？
と
い

う
観
点
で
常
に
点
検
し
て
見

直
し
改
善
し
て
い
く
こ
と
が

極
め
て
大
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

最
後
に
次
回
友
の
会
設
立

四
五
年
記
念
総
会
は
午
後
開

催
、
宴
会
方
式
の
懇
親
会
に

し
て
、
よ
り
親
睦
が
深
ま
る

よ
う
に
工
夫
し
て
四
日
市
市

文
化
会
館
に
て
開
催
し
ま
す

の
で
ど
う
か
多
数
の
出
席
を

お
願
い
し
ま
す
。

新
し
い
一
年
が
コ
ロ
ナ
禍

が
終
息
し
て
、
皆
様
と
ご
家

族
に
と
っ
て
健
康
で
明
る
い

一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
で

穏
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
の
流
行
、
中
国
の

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
、

世
界
情
勢
や
経
済
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
出
来
事
が
立

て
続
け
に
起
こ
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
北
京
冬
季
五
輪

に
お
け
る
日
本
選
手
の
活
躍
、

米
大
リ
ー
グ
に
お
け
る
大
谷

選
手
の
活
躍
な
ど
明
る
い
ニ

ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
三
重
工
場
と
し
て
は
六

月
に
四
年
ぶ
り
と
な
る
友
の

会
の
工
場
見
学
会
、
ま
た
、

十
一
月
に
三
年
ぶ
り
と
な
る

株
主
様
向
け
工
場
見
学
会
を

コ
ロ
ナ
禍
で
三
重
工
場
の
対

応
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
を

進
め
な
が
ら
開
催
で
き
た
こ

と
は
有
意
義
で
あ
り
ま
し
た
。

経
済
環
境
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
等
、
原
油
、
鋼
材
な

ど
の
素
材
高
騰
や
電
子
部
品

の
入
手
難
が
継
続
し
、
ま
た
、

日
本
と
海
外
の
金
利
政
策
の

違
い
か
ら
為
替
は
大
幅
な
円

安
が
進
行
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
の

会
社
業
績
は
、
富
士
電
機
全

社
の
上
期
で
、
売
上
高
四
四

七
一
億
円
（
対
前
年
＋
四
九

五
億
円
）
、
営
業
利
益
二
六

七
億
円
（
対
前
年
＋
一
0
四

億
円
）
と
な
り
、
対
前
年
増

収
増
益
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
食
品
流
通
事
業
と
し
て

も
、
上
期
で
売
上
高
四
四
八

億
円
（
対
前
年
＋
五
億
円
）
、

営
業
利
益
三
二
億
円
（
対
前

年
＋
二
四
億
円
）
と
な
り
、

国
内
物
量
回
復
、
設
計
変
更
、

歩
留
改
善
、
内
製
化
拡
大
な

ど
原
価
低
減
の
推
進
に
よ
り
、

対
前
年
増
収
増
益
で
着
地
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
携
わ

る
従
業
員
一
人
ひ
と
り
の
日

々
の
努
力
と
、
友
の
会
を
含

め
た
関
係
者
の
皆
様
の
お
力

添
え
の
賜
物
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

下
期
も
残
す
と
こ
ろ
三
ヶ

月
と
な
り
ま
す
が
、
三
重
工

場
は
二
三
年
、
缶
・
Ｐ
Ｅ
Ｔ

自
販
機
を
は
じ
め
と
し
た
新

製
品
の
量
産
を
控
え
、
高
操

業
と
な
る
見
込
み
で
す
。
一

方
で
原
材
料
価
格
等
の
高
騰

影
響
は
年
明
け
以
降
も
続
く

見
通
し
で
あ
る
こ
と
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

も
第
八
波
に
よ
る
感
染
者
増

が
懸
念
さ
れ
、
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
で
あ
り
、
関
係
会

社
を
含
め
た
社
員
一
丸
と
な

っ
て
諸
課
題
に
対
応
し
て
い

く
所
存
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今

年
は
癸
卯
（
み
ず
の
と
う
）

の
年
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の

努
力
が
実
を
結
び
、
勢
い
よ

く
成
長
飛
躍
す
る
年
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
友
の
会
の
皆
様
、

関
係
各
位
そ
し
て
従
業
員
一

同
が
、
益
々
良
い
年
に
な
り

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。


